
2013 年 12 月 20日、秩父演習林、樹芸研究所、生態水文学研究所が、環境省の

J-VER（日本版排出削減認証）制度を通じて、森林吸収 CO2 のクレジットを取得し

ました。これにより、先に取得した千葉演習林、北海道演習林のものと合わせて、

5つの演習林による計 2,450 トンの CO2 クレジット（東京大学による 2012 年度

CO2 排出量の 1.7% 相当）の取得が完了したことになります。これらは、2007 －

2012 年度にかけて間伐を実施した森林を対象として、森林が吸収した CO2 を認識

（見える化）し、第 3者機関の検証を経て取得したものです。今後、獲得されたク

レジットはカーボンオフセットを通じて、低炭素社会の実現に向けて活用される予

定です。

5 つの演習林で森林吸収 CO2 のクレジット 2,450 トンの取得が完了
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発行：東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林

 

「科学の森ニュース」のバックナンバー（PDF 形式）は東京大学演習林のホームページからダウンロードすることができます。

（http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/） 
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日本の林学のさきがけ
松野先生の記念碑

　松野　硲は、明治初期に日本人で初めてドイツで

林学を修め、帰国後は東京山林学校（東京大学農学

部の前身の一つ）校長や林業試験場長を歴任するな

ど、森林行政と林学の発展に尽力しました。林学草

創期の教授として名高い本多静六も松野の教え子の

一人です。写真の「松野先生記念碑」は、明治 41

年（1908 年）の病没後に有志が日本初の大学演習

林である千葉演習林に建立しました。この碑は名石

工・宮　亀年の手による高さ 3mを超える立派なも

ので、道沿いの丘の上から後進たちを見守っていま

す。このたび拓本を取ることができ、事績を皆さん

に紹介しやすくなりました。

　　　　　     

東京大学基金特別セミナー
「自然散策と石窯ピザ作り体験」

 
　2013 年 12 月 4 日、東京大学基金および「東京
大学の森」育成資金にご支援いただいた１２名の皆

様を対象に表記セミナーを開催しました。セミナー

では、樹芸研究所の全学体験ゼミ「伊豆に学ぶ」の

名物アクティビティー「薪割り」や「石窯ピザ作り」

などを体験していただきました。その他、獣害対策

として力を入れている樹種「ユーカリ」の造林地や、

「カカオ」、「バニラ」など教育用の特用植物を育成

している温室も見学していただきました。参加者の

皆様は、樹芸研究所ならではのユニークな体験を楽

しまれているご様子でした。

赤津研究林で「標石を探そうツアー」
を行っています

　東京大学赤津研究林サポーターズクラブ シデコブ

シの会では、年に 1回『標石を探そうツアー』を行っ

ています。2008 年から始まり、今年度で 6回を数

えました。職員の方に案内してもらいながら、演習

林に残っている記録を頼りに、赤津研究林の境界に

配置されている石柱、『標石』を堀り探します。Ｇ

ＰＳを使って地点を記録し、何が書いてあるかを確

認して写真に収めていきます。時間はかかりますが、

赤津研究林の境界をすべて調査したいと思っていま

す。（文責：シデコブシの会　小川昌彦）
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【2013 年 12 月】    
1 日　休日公開（田無） 
1 日　教職員向け特別ガイド
　　　　「リース・クラフト作り体験会」◆（田無） 
1 日　標石を探そう（生水研） 
4 日　東京大学基金　特別セミナー
　　　　「樹芸研究所　自然散策と石窯ピザ作り体験」◆（樹芸） 
7 ～ 8日 総合科目「森のエネルギーを使いこなす」☆（秩父） 
7 ～ 8日 総合科目「森をはかる」☆（富士） 
8 日　影森祭（秩父） 
14 ～ 15日　全学体験ゼミ「癒しの森を創る（冬）」☆（富士） 

【2014 年 2月】    
3 日　森林博物資料館「一般公開」（千葉） 
4 ～ 6日　平成 25年度技術職員研修
　　　　　　「野生動物管理を目的とした森林管理技術」◆（千葉）
13日　愛知県弁護士会◆（生水研） 
16 日　シデコブシの会

）研水生（◆」）く歩をスーコ学見（会強勉「                  
17 ～ 20 日　全学体験ゼミ
　　　　　　　「房総の森と生業（なりわい）を学ぶ」☆（千葉）
24～ 26日　全学体験ゼミ「雪の森林に学ぶ」☆（北海道） 
24 ～ 28 日　総合科目「伊豆に学ぶプラス」☆（樹芸） 
25 ～ 28 日　全学体験ゼミ「伊豆に学ぶ 1」☆（樹芸） 
28 日～ 3月 3日　全学体験ゼミ「ダムと土砂と海」☆（生水研） 
    
【3 月】    
3 ～ 7日　総合科目「伊豆に学ぶプラス」☆（樹芸） 
4 ～ 7日 全学体験ゼミ「伊豆に学ぶ 2」☆（樹芸） 

クマ剥ぎ
企画部　石橋　整司

　ツキノワグマが樹木の皮の一部または全部を剥がす行動を「クマ剥ぎ」といい、スギ、ヒノキなどへ

の被害が各地で報告されています。クマ剥ぎの目的は樹皮の下の形成層付近を摂食するためとみられて

いますが、被害木は枯死するか生き残っても腐朽を起こして材価を著しく低下させてしまいます。

　被害を防ぐ対策を立てるためにはクマ剥ぎの行動を分析することが重要ですが、クマ剥ぎの現場を目

撃するのは非常に困難です。そこで、15年ほど前から赤外線センサーを搭載した自動撮影カメラでクマ

剥ぎの瞬間を撮影しようという試みが行われるようになり、動画を含めた撮影例が報告されています。

　1950 年から現在までクマ剥ぎ被害がたびたび

発生している秩父演習林でも、この撮影に挑戦し

ていましたが、昨年６月 27日、ついにクマ剥ぎ

の瞬間を動画で撮影することに成功しました。約

５分間にわたる動画では、爪と歯を使ってスギの

樹皮を剥ぐ様子や歯と舌を器用に使って形成層を

こそぎとるように食べる様子が観察されました。

　撮影した動画は、演習林ホームページ（http://

www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/）の研究トピックスでご

覧になれます。

演習林のイベント情報 詳細はホームページをご覧になるか、各演習林にお問い合わせください。 

12 ～ 17日　全学体験ゼミ「伊豆に学ぶ 3」☆（樹芸）
16日　シデコブシの会「スキルアップ講習会」◆（生水研） 
    
【4 月】    
5 日　鴨川市・東京大学交流事業
　　　　「野鳥の巣箱をかけよう！」巣箱観察会◆（千葉） 
19 日　教職員向け特別ガイド「春の彩りを訪ねて」◆（富士）
19～ 20日　春の一般公開（千葉）
20日　シデコブシの会「総会」◆（生水研）
23日　第 1回温室特別公開日（樹芸）
26日　第 2回温室特別公開日（樹芸）
下旬　休日公開（田無） 
  
【5 月】    
9 日　平成 26年度利用者研究集会・
　　　　　　　尾張東部丘陵自然環境研究者の会　◆（生水研）
29日～ 6月 1日　全学体験ゼミ
　　　　　「景観としての森林生態系と人間の感覚」☆（北海道）
 
【6月】    
1 日　神社山自然観察路春季一般公開（北海道）
1日　「子ども樹木博士」認定会（田無） 
7 ～ 8日　総合科目「ダムと森林」☆（生水研）
14～ 15日　演習林交歓会 2014 ◆（生水研）
22日　公開セミナー（北海道） 
    
                     凡例…無印：一般向け　☆：学生向け　◆：その他
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